
学
会
彙
報

（
一
九
八
八
年
十
一
月
’
八
九
年
五
月
）

◇
山
口
益
先
生
十
三
回
忌
法
要
並
び
に
仏
教
学

会
公
開
講
演
会

十
二
月
六
日
（
火
）
午
後
四
時
十
分

於
尋
源
講
堂

「
維
摩
経
』
を
機
縁
と
し
て

京
都
大
学
名
誉
教
授
長
尾
雅
人
氏

◇
研
究
発
表
例
会

十
二
月
十
六
日
（
金
）
午
後
四
時
十
分

於
三
一
○
三
教
室

「
入
中
論
第
六
章
に
み
ら
れ
る
言
四
画

の
用
例
を
巡
っ
て
」

博
士
後
期
課
程
三
回
生

加
藤
均
氏

「
維
摩
経
と
吉
蔵
」
教
授
三
桐
慈
海
氏

◇
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
梗
概
発
表
会

一
月
十
九
日
（
木
）
午
後
四
時

於
多
目
的
ホ
ー
ル

梗
概
発
表
後
、
学
内
食
堂
に
お
い
て
送
別

懇
談
会
を
も
っ
た
。

◇
新
入
会
員
歓
迎
会

五
月
二
十
三
日
（
火
）
午
後
四
時
十
分

於
多
目
的
ホ
ー
ル

「
仏
教
学
と
の
出
会
い
」

仏
教
学
会
会
長
鍵
主
良
敬
氏

会
終
了
後
、
学
内
食
堂
に
お
い
て
新
入
会

員
歓
迎
懇
親
会
を
も
っ
た
。

◇
人
事
昇
格
（
四
月
一
日
付
）

短
期
大
学
部
教
授
舟
橋
尚
哉
氏

短
期
大
学
部
助
教
授
木
村
宣
彰
氏

文
学
部
助
教
授
吉
元
信
行
氏

新
任
（
四
月
一
日
付
）

文
学
部
専
任
講
師
兵
藤
一
夫
氏

講
師
（
非
常
勤
）
小
林
圓
照
氏

講
師
（
非
常
勤
）
福
島
慶
道
氏

特
別
研
修
員
片
桐
恵
学
氏

特
別
研
修
員
高
田
順
仁
氏

◇
出
版
書
目

長
崎
法
潤
訳
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
７
』
（
上

村
勝
彦
と
の
共
訳
春
秋
社
一
九
八
八

年
十
月
）

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
、
小
谷
信
千
代
編

「
改
訂
版
実
践
チ
ベ
ッ
ト
語
文
法
』
（
文

栄
堂
一
九
八
九
年
三
月
）

山
口
先
生
の
十
三
回
忌
に
思
う

山
口
益
先
生
が
逝
か
れ
て
は
や
十
三
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
。
先
生
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
年
は
、
真
宗
学
の
泰
斗
金
子
大
栄
先
生

が
逝
去
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
両
碩
学
を
失

っ
た
時
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
さ
し
く
巨
星
落
つ
と

い
う
感
懐
を
深
く
味
わ
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
感
懐
と
共
に
先
生
が
残
さ
れ
た
学

問
の
業
績
を
継
承
し
、
で
き
う
雲
へ
く
ぱ
そ
れ
を

更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
銘
銘
が
ひ
そ
か
に
心

に
誓
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

振
り
返
れ
ば
こ
の
十
三
年
の
問
に
は
、
校
舎

や
講
堂
の
建
築
改
装
が
逐
次
完
成
さ
れ
、
様
々

な
設
備
や
制
度
も
整
え
ら
れ
た
学
生
も
教
員
も

山
口
先
生
御
存
命
の
頃
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

程
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
研
究
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
て
わ
れ
わ
れ
の
学
問
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
自
ら
に
問

い
姿
勢
を
正
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
編
集
子
）
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